
日消外会誌 24(12)13042,1991年

研究速報

片井

窪地

勝也  大 谷 吉 秀

肇一  石 引 久 爾

Fig. Correlatlon between PIIIP  (Fab)

laminin in patients with gastric cancer

胃癌患者血清中 Type III proc01lagen aminopeptide値

および Laminin値の測定意義

均  丸 山

淳  吉 野

目的 :間質結合組織破壊の面から癌の進行程度,悪

性度を血清学的に予測することを目的 として, これら

間質成分のうちの主な構成成分であるIII型コラーゲン

のプロコラーゲンア ミノペプチ ド(PIIIP)と脈管基底

膜の重要な構成成分であるlamininの Plフ ラグメン

トの血清濃度を測定 した。

対象 と方法 :対象は当教室における胃癌症例24例

(早期癌 6例 ,進 行癌18例)であった。血清 PIIIP値 の

測定は Rhodeら 1)の方法に従い,抗体に Fab部 分を用

いた PIIIPFabキ ット (ヘキス ト社)を 用いた。血清

laminin値 は Niemelaら 分の方法 に従って,laminin

P‐1キット (ヘキス ト社)を 用いて測定した。

結果 :健常人の血清 PIIIP(Fab)値 の成績は417±

7.5(meanttSD,n=40)ng/mlで ,血 清 laminin値

の成績は1,25±0.28unit/ml(n=40)で あった。胃癌

患者の成績はそれぞれ50.0±29.1(n=24),1.39士

0.41(n=24)で あ り健常人との間に有意の差を認めな

かった。健常人の mean+2SD以 上を異常高値 として

検討すると, PIIIP(Fab)で ヤよ5イ列ヤこlanlininでヤよ4

例に高値が認められた.ま た,そ のうち 4例 は両者 と

もに高値を示した。高値例は腹膜転移陽性例,N4(十 )

症例などの高度進行癌症例であった.

考察 :PIIIP(Fab)の 測定は従来の PIIIPの測定 と

違い,抗 体 (Fab)が intactなPIIIP(Col1 3)と そ

の分解産物のひとつであるCol lに対 して同一抗原性

をもつため,癌 の浸潤 ・転移の際にみられるコラーゲ

ンの分解産物を検出する目的には有用 と考えられる.

このことは肝線維化の研究で PIIIP(Fab)値 がコラー

ゲンの分解酵素であるcollagenase活性 と良い相関を

示 したことからも支持されるゆ.本 研究の異常高値例

はすべて高度進行癌症例で,組 織の破壊が広範かつ急

速に行われていると考えられる。早期癌や進行程度の

低い症例では高値を示さないため,本 物質の測定は癌

のスクリーエングのマーカーとは成 りがたいが,術 前

の測定で癌の進行程度の予測に有用 と考 えられ る。
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lamininはPIIIP(Fab)同様高度進行癌症例で高値を

示し,またそれに対する抗体が血清中に存在するPlを
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(Fab)同 様癌の進行程度の予測に有用 と考えられる

が,lamininが基底膜の構成成分であることより特に

血行性転移の面からの検討が今後特に重要である。
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